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１．気象及び出水の概要
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気象概要
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■令和3年8月11日から前線の停滞により、湿った空気が流れ込み続けた影響で断続的に雨が降り続き、九州や中国地方をはじめとした西日本
から東日本に至る広い範囲で大雨となりました。

■いくつかの地域・時間帯においては、局地的に線状降水帯が形成され、激しい雨が数時間降り続き、広島県内では大雨特別警報（土砂災
害）が２回にわたり発表されました。
（13日8時45分発表：広島市⇒同日13時解除、14日12時41分発表：広島市、15時25分発表：廿日市市⇒15日6時10分解除）

■安芸高田市など江の川流域では72時間の総雨量が500mmを超える箇所があるなど、記録的大雨となりました。

■累加雨量図（Cﾊﾞﾝﾄﾞﾚｰﾀﾞ）【国土交通省作成】

8/12 3:00～8/15 3:00までの総雨量

■衛星画像 【気象庁ＨＰより】

■等雨量線図 【国土交通省作成】

8/12 3:00～8/15 3:00までの総雨量

■実況天気図 【気象庁ＨＰより】

8/14 6:00

暖かく湿った空気

前線が西・東日本へのび
活動が活発化

8/14 6:00

大雨特別警報（土砂災害）発表
広島市・廿日市市
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小瀬川流域

高津川流域 太田川流域

江の川流域

芦田川流域

高梁川流域

旭川流域

吉井川流域

千代川流域

天神川流域

日野川流域
斐伊川流域

佐波川流域

神戸川流域

 中国地方における近年の豪雨災害として著名な平成30年7月豪雨と令和3年8月豪雨の総雨量分布を比較すると、ともに前線の影響に
より広い範囲で大量の雨が降りました。

 平成30年7月豪雨は、7月5～7日の3日間にかけて連続的に降り続け、総降水量400～500mm程度の記録的な大雨となりました。
 一方、令和3年8月豪雨は、8月11日～19日の8日間にかけて断続的に降り続け、特に８月12～14日の３日間に降雨が集中し、多いと

ころでは総降水量500mmを超える記録的な大雨となりました。
 浸水被害のあった江の川においては、比較的時間降雨量が分散され平成30年7月豪雨での水位より下回ったものの、氾濫危険水位を

2回超過する出水となりました。

【平成30年７月豪雨】
雨量分布図（アメダス）
（7月5日 0:00～7月9日 9:00）

※広島地方気象台提供資料を一部加工

【令和3年8月豪雨】
雨量分布図（アメダス）

（8月11日16時～19日11時）
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水位(m) 既往洪水での江の川（川平水位観測所）における水位

氾濫危険水位（9.70m）

避難判断水位（9.20m）

氾濫注意水位（8.40m）

S47 16.80m

13.40m  （8/14 21:30）

■江の川（下流） 川平水位観測所
（雨量：川平地点上流流域平均雨量）

※流域平均累加雨量はH30.7、R3.8ともに96時間の累加雨量で表示

川平水位観測所

小瀬川流域

高津川流域 太田川流域

江の川流域

芦田川流域

高梁川流域

旭川流域
吉井川流域

千代川流域

天神川流域

日野川流域
斐伊川流域

佐波川流域

神戸川流域

※広島地方気象台提供資料を一部加工

氾濫危険水位超過

令和 3年 8月豪雨

平成30年7月豪雨

雨量グラフ凡例

令和 3年 8月水位

平成30年7月水位

氾濫危険水位

水位グラフ凡例

雨量 累加雨量

H30.7最高 14.74m

R3.8最高水位 13.40m

H30.7累加雨量 347mm

R 3. 8累加雨量 315mm
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レベル５（氾濫の発生）

国管理河川の状況

江
の
川
下
流高

津
川
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井
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旭

川

高
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川

芦
田
川

太
田
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川

佐
波
川

０ ２０ｋｍ１０

島地川ダム

弥栄ダム

温井ダム
土師ダム

灰塚ダム

八田原ダム

志津見ダム
尾原ダム 菅沢ダム

殿ダム

苫田ダム

島根県

山口県

広島西部
山系砂防

大山砂防

広島県

鳥取県

岡山県

山口市

広島市

岡山市

鳥取市松江市
斐
伊
川

江
の
川
上
流

凡 例

レベル４（氾濫危険水位超過）

小
田
川

■河川出水状況（国管理区間）
千
代
川

天
神
川

日
野
川

異常洪水時防災操作実施ダム
特別防災操作実施ダム

レベル３（避難判断水位超過）

レベル２（氾濫注意水位超過）

洪水貯留操作実施ダム

■江の川水系江の川では島根県（江津市、川本町、美郷町、邑南町）及び広島県（三次市、安芸高田市）で氾濫が発生しました。

■今回の出水では4水系6河川12観測所で「氾濫危険水位」を超過、5水系8河川8観測所で「避難判断水位」を超過し、江津市では緊急安全確

保が発令され、関係市町からも各種避難情報が発令されました。

■主な一般被害（国管理区間）

○江の川水系江の川において３市３町において氾濫
が発生した。

5

★レベル５氾濫の発生については国管理河川の洪水予報におい
て氾濫発生情報を発表した箇所となります。



２．江の川における雨量・水位の状況
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水位(m) 既往洪水での江の川（尾関山水位観測所）における水位

氾濫危険水位（9.50m）

避難判断水位（8.90m）

氾濫注意水位（8.00m）

江の川

累加雨量：407mm

(8/11 21:00 ~ 8/15 2:00)

１）江の川の状況（江の川水系江の川（上流）尾関山地点）

■江の川水系江の川（上流） 尾関山水位観測所

【津名雨量観測所】

尾関山水位
観測所

津名雨量
観測所

 江の川水系江の川（上流）尾関山地点において、氾濫危険水位(9.50m)を超過し、最高水位9.55mを記録しました。
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水位(m) 既往洪水での江の川（川平水位観測所）における水位

氾濫危険水位（9.70m）

避難判断水位（9.20m）

氾濫注意水位（8.40m）

江の川

累加雨量：210mm

(8/13 1:00 ~ 8/15 2:00)

１）江の川の状況（江の川水系江の川（下流）川平地点）

川本雨量
観測所

■江の川水系江の川（下流） 川平水位観測所

【川本雨量観測所】

川平水位
観測所

 江の川水系江の川（下流）川平地点において、氾濫危険水位(9.70m)を超過し、最高水位13.40mを記録しました。
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３．江の川の被災状況
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1）江の川水系江の川下流部の被災状況

10

２５．谷

２８．君谷湊

江
の
川

神
野
瀬
川

場
仙
川

西
城
川

位置図

江の川

１７．榎谷

７．田野・川平

２２．大貫

１８．久井谷

２０．和田

１．千金（下流）

２．太田
３．八神（下流）

４．田野村

６．赤栗

８．櫃原

１０．大口（下流）

１１．小松

１２．大口（上流）

１３．仁万瀬

１６．小原-桜江

１９．田津

２１．川越（上流）

２３．瀬尻・久料谷

２６．谷戸
２７．銅ヶ丸

３０．小原（邑智）

３１．本郷

３２．大浦

３３．乙谷

３４．引城
２４．因原

５．八神（上流）

１５．元折

１４．臼木（下流）

２９．栗原

９．上長良

■江の川下流部（島根県側）の沿川において、浸水面積：193ha、浸水戸数：16戸の浸水被害を確認しました。

浸水箇所 浸水戸数 浸水面積

34箇所 16戸 193㏊

凡 例
：越水・溢水

：内水



神
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西
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川→

江
の
川

神
野
瀬
川

場
仙
川

西
城
川

位置図

江の川

５．上村

３０．寺戸・桧原

２６．日下

１．中所

２．十日市・南畑敷

３．米丸

７．青河

凡 例
：越水・溢水

：内水

６．上村上流

２７．向三原

２８．中三原

２９．下布野

４．船所

８．若屋

1）江の川水系江の川上流部の被災状況（１）
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■江の川上流部（広島県側）の沿川において、浸水面積： 187ha、浸水戸数：603戸の浸水被害を確認しました。
（支川多治比川の決壊等による浸水を含む）

浸水箇所 浸水戸数 浸水面積

30箇所 603戸 187㏊



江の川→

江
の
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川

場
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位置図

江の川

２５．下入江（上流）

１２．上志和地

１３．深瀬

１７．篠原

２２．山手（常友）

２３．下入江（下流）

２４．桂

２０．国司

１９．柳原（吉田）

１８．下小原

１０．下志和地

９．片山

1）江の川水系江の川上流部の被災状況（２）
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１５．甲立

１１．秋町

１４．川立

１６．高田原

２１．内堀※２

■江の川上流部（広島県側）の沿川において、浸水面積： 187ha、浸水戸数：603戸の浸水被害を確認しました。
（支川多治比川の決壊等による浸水を含む）

凡 例
：越水・溢水

：内水



江の川水系 浸水箇所一覧

緑着色箇所は第３報で追加となった箇所

第３報

30箇所

603戸

187ha

浸水箇所数

浸水家屋数

浸水面積

浸水箇所数

浸水家屋数

浸水面積 192.5ha

16戸

34箇所

第３報

前回掲載

左・右岸

1 江の川 三次市 中
なか

所
ぞ

右岸 137.70 ～ 138.10

2 江の川 三次市 十日市
とおかいち

･南
みなみ

畑
はた

敷
じき

町
まち

右岸 139.80 ～ 140.80

3 江の川 三次市 米丸
よねまる

左岸 142.45 ～ 143.65

4 江の川 三次市 船
ふね

所
ぞ

右岸 143.30 ～ 144.40

5 江の川 三次市 上村
か　　むら

左岸 146.20 ～ 147.15

6 江の川 三次市 上村
か　むら

上流
じょうりゅう

左岸 147.10 ～ 147.25

7 江の川 三次市 青河
あおが

右岸 145.25 ～ 146.60

8 江の川 三次市 若
わか

屋
や

左岸 147.55 ～ 148.45

9 江の川 三次市 片山
かたやま

右岸 148.10 ～ 149.60

10 江の川 三次市 下
しも

志和地
しわち

右岸 150.20 ～ 151.30

11 江の川 三次市 秋町
あきまち

左岸 149.30 ～ 151.95

12 江の川 三次市 上
かみ

志和地
　し　　わ　ち

右岸 151.30 ～ 152.75

13 江の川 安芸高田市 深瀬
ふかせ

左岸 152.65 ～ 153.80

14 江の川 三次市 川
かわ

立
たち

右岸 153.85 ～ 156.90

15 江の川 安芸高田市 甲
こう

立
たち

左岸 155.10 ～ 157.55

16 江の川 安芸高田市 高田
たかだ

原
はら

右岸 157.70 ～ 157.90

17 江の川 安芸高田市 篠原
しのはら

左岸 159.30 ～ 160.90

18 江の川 安芸高田市 下
しも

小原
　お　はら

右岸 161.85 ～ 161.95

19 江の川 安芸高田市 柳原
やな　ばら

（吉田
よしだ

） 右岸 164.15 ～ 165.70

20 江の川 安芸高田市 国
くに

司
　し

右岸 166.50 ～ 167.65

21 江の川 安芸高田市 内堀
うちぼり

左岸 167.65 ～ 168.45

22 江の川 安芸高田市 山手
やま　て

（常
つね

友
とも

） 左岸 168.2 ～ 172.5

23 江の川 安芸高田市 下
しも

入
い

江
え

（下流
かりゅう

） 右岸 169.4 ～ 173.25

24 江の川 安芸高田市 桂
かつら

左岸 172.5 ～ 175.85

25 江の川 安芸高田市 下
しも

入
い

江
え

（上流
じょうりゅう

） 右岸 173.25 ～ 174.95

26 神野瀬川 三次市 日下
　ひ　げ

右岸 0.0 ～ 0.10

27 神野瀬川 三次市 向
むこう

三
　み

原
はら

右岸 1.10 ～ 1.70

28 神野瀬川 三次市 中
なか

三原
　み　はら

左岸 2.60 ～ 3.70

29 神野瀬川 三次市 下
しも

布野
　ふ　の

右岸 2.95 ～ 3.25

30 西城川 三次市 寺
てら

戸
　ど

･桧
　ひ

原
ばら

左岸 0.05 ～ 0.50

KP

地点

NO 河川名 市町村
浸水箇所
地区名

江の川上流

江津市

江津市

江津市

江津市

江津市

江津市

江津市

江津市

江津市

江津市

江津市

江津市

江津市

江津市

江津市

江津市

江津市

江津市

江津市

江津市

江津市

江津市

川本町

川本町

川本町

川本町

川本町

美郷町

美郷町

美郷町

美郷町

美郷町

美郷町

邑南町34 引
ひき

城
しろ

左岸 83.0～83.6

33 乙
おつ

谷
だに

左岸 76.2～76.4

32 大浦
おおうら

左岸 71.0～72.0

31 本郷
ほんごう

右岸 54.4～54.6

30 小原
おはら

（邑智
おおち

） 右岸 51.0～51.2

29 栗原
くりはら

右岸 43.4～44.6

28 君谷
きみだに

湊
みなと

右岸 40.4～40.6

27 銅
どう

ヶ丸
まる

左岸 39.6～39.8

26 谷戸
たんど

右岸 35.0～35.2

25 谷
たに

左岸 34.2～34.4

24 因原
いんばら

左岸 31.0～32.0

23 瀬尻
せじり

・久
く

料
りょう

谷
だに

右岸 29.2～30.2

22 大貫
おおぬき

右岸 22.8～24.8

21 川越
かわごえ

（上流） 左岸 24.0～26.6

20 和田
わだ

右岸 21.8～22.8

19 田津
たづ

左岸 20.8～23.0

18 久井谷
ひさいだに

右岸 21.4～21.6

17 榎谷
えのきや

右岸 20.4～21.4

16 小原
こばら

－桜江
さくらえ

左岸 20.0～20.2

15 元折
もとおり

右岸 19.2～19.8

14 臼木
うすき

（下流） 右岸 16.4～17.0

13 仁
に

万瀬
ませ

左岸 14.4～14.8

12 大口
おおくち

（上流） 右岸 13.6～14.4

11 小松
こまつ

左岸 13.2～13.8

10 大口
おおくち

（下流） 右岸 12.8～13.2

9 上
かみ

長良
ながら

右岸 11.6～12.6

8 櫃
ひつ

原
ばら

右岸 9.6～10.4

7 田野
たの

・川平
かわひら

左岸 8.8～9.6

6 赤
あか

栗
ぐり

左岸 7.2～7.8

5 八神
やかみ

（上流） 右岸 5.8～7.0

4 田野村
たのむら

左岸 5.4～6.2

3 八神
やかみ

（下流） 右岸 5.0～5.8

2 太田
おおた

右岸 4.6～5.0

1 千金
ちがね

（下流） 左岸 3.6～5.2

N0 市町村
浸水箇所
地区名

地　　　点

左右岸 KP

江の川下流
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河川管理施設被災箇所位置図【河川】（令和３年8月前線） 令和３年９月２９日現在

国 管 理 河 川
全体 ４水系７箇所
（漏水４箇所、護岸損傷・河岸洗掘２箇所、床止洗掘1箇所）

レベル５（氾濫の発生）

江
の
川
下
流高

津
川

吉
井
川

旭

川

高
梁
川

芦
田
川

太
田
川小

瀬
川

佐
波
川

０ ２０ｋｍ１０

島地川ダム

弥栄ダム

温井ダム
土師ダム

灰塚ダム

八田原ダム

志津見ダム
尾原ダム 菅沢ダム

殿ダム

苫田ダム

島根県

山口県

広島西部
山系砂防

大山砂防

広島県

鳥取県

岡山県

山口市

広島市

岡山市

鳥取市松江市

江
の
川
上
流

凡 例

レベル４（氾濫危険水位超過）

小
田
川

千
代
川

天
神
川

日
野
川

異常洪水時防災操作実施ダム
特別防災操作実施ダム

レベル３（避難判断水位超過）

レベル２（氾濫注意水位超過）

洪水貯留操作実施ダム

江の川水系
護岸損傷・河岸侵食 1箇所

江の川水系 漏水1箇所

江の川左岸31k000付近

斐
伊
川

神野瀬川左岸0k200付近
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４．排水ポンプ車稼働状況
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江
の
川
下
流高

津
川

吉
井
川

旭

川

高
梁
川

芦
田
川

太
田
川小

瀬
川

佐
波
川

０ ２０ｋｍ１０

島地川ダム

弥栄ダム

温井ダム
土師ダム

灰塚ダム

八田原ダム

志津見ダム
尾原ダム 菅沢ダム

殿ダム

苫田ダム

島根県

山口県

広島西部
山系砂防

大山砂防

広島県

鳥取県

岡山県

山口市

広島市

岡山市

鳥取市松江市
斐
伊
川

江
の
川
上
流

小
田
川

千
代
川

天
神
川

日
野
川

排水ポンプ車等の災害対策機械の稼働状況

■管内の広範囲にわたり、内水被害の恐れが生じたため、自治体からの要請等により排水ポンプ車を派遣し、排水作業を実施しました。
■江の川水系江の川において、溢水及び内水氾濫の氾濫水を排水するために排水作業を実施しました。

★日野川沿川
・排水箇所：１箇所
・排水ポンプ車：１台★江の川沿川

・排水箇所１４箇所
・排水ポンプ車：１３台
・照明車：３台

★吉井川沿川
・排水１箇所
・排水ポンプ車：１台

排水ポンプ車の主な稼働状況

★芦田川沿川
・排水１箇所
・排水ポンプ車：１台

16

江津市渡津箇所（江の川右岸1k000）

★太田川沿川
・排水箇所：２箇所
・排水ポンプ車：３台
・照明車：１台

安芸高田市吉田町国司箇所（江の川右岸167k200）



５．治水事業の効果
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江の川直轄河川改修事業（河道掘削等の効果）

 梅雨前線の影響により、江の川江津地点上流の流域平均累加雨量は355mm（ 8月11日(水)19：00～15日(日)16:00 ）を記録し、谷住郷水位観測所
で氾濫危険水位を超過しました。

※令和2年7月豪雨の流域平均累加雨量は176mm（ 7月13日(月)1：00～15日(水)24:00 ）

 島根県江津市川越地区では令和2年7月豪雨を踏まえた河道掘削、樹木伐採を進めており、今回の出水では、令和2年7月豪雨で被害のあった家屋
の浸水被害を軽減したものと推定されます。

ごうつ

かわごえ

河道掘削
樹木伐採

たにじゅうごう

0

2

4

6

8

10

12

14

R2 R3

浸水家屋数

家屋の浸水
被害を軽減

R3 8月12日 8月13日 8月14日 8月15日
    0

    2

    4

    6

    8

   10

   12

   14

   16

0 6 12 18 0 6 12 18 0 6 12 18 0 6 12 18
7月12日 7月13日 7月14日 7月15日

水
位
(m
)

R2水位

R3水位

Hp=14.75m
Hp=13.98m

R2 7月12日 7月13日 7月14日 7月15日

谷住郷地点

０ ２０ｋｍ１０

川越地区（島根県江津市）

広島県

島根県

谷住郷水位観測所

河川改修前の水位

河川改修実施後の水位

江津市川越地区（江の川24k000）付近

計画高水位 樹
木
伐
採

掘
削

A’A

掘削量 約10万m3

約0.2m

水位低減

■位置図

浸水被害を軽減

令和２年７月豪雨による浸水状況

江津市川越地区付近

A’

A

■近年実施した河川改修

事業前（R１） 事業後（R２）

浸水家屋軽減効果

■河川整備による水位低減効果

18



【ダムの効果】土師ダム、灰塚ダムによる治水効果（江の川）

 8月の前線の影響により、流域平均累加雨量が土師ダム上流で422mm、灰塚ダム上流で357mmを記録し、２ダム下流に位置する尾関山水位観測所では

氾濫危険水位を観測しました。

 土師ダムでは、大雨が予想される場合に事前に放流し、ダムの空き容量を確保する事前放流※を実施し、約36万m3の空き容量を確保しました。

 土師ダムのダム操作の結果、広島県安芸高田市吉田町付近の江の川の水位を約１．１ｍ低下させ、計画高水位超過を回避し、越水を防いだと推定されます。

 土師ダム・灰塚ダムのダム操作の結果、広島県三次市三次町付近の江の川の水位を約０．６ｍ低下させたと推定されます。

灰塚ダム

尾関山地点

土師ダム

位置図（江の川） 土師ダムの調節効果

み よし

は じ

上流２ダムによる効果（尾関山地点付近）

▽実際の水位 9.53m

ダムが無かった
場合の水位 10.12m

土師ダム・灰塚ダムの貯留により、
尾関山地点で約0.6m水位を低減させました
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はい づか

氾濫危険水位 9.50m

灰塚ダムの調節効果

土師ダムの事前放流

利水容量を活用して事前放流を実施し、
約36万m3の容量を確保しました

治水容量3,150万m3 土師ダムの防災操作の効果（吉田地点付近）

土師ダムの貯留により、吉田地点で約1.1m水位を低減させ、
計画高水位超過を回避し、越水を防いだと推定されます

吉田地点

あき たかた よしだ

※事前放流とは･･大雨となることが予想される場合に、大雨の時により多くの水
をダムに貯められるよう、河川の水量が増える前に利水容量から放流して一時
的にダムの貯水位を下げておくこと。


